
外交
Diplomacy

6	
戦
後
秩
序
の
解
体
と
高
市
政
権
の
課
題 

中
西 

寛（
京
都
大
学
）

11	
イ
ラ
ン
攻
撃
に
至
っ
た「
合
意
不
可
能
交
渉
」 

松
永
泰
行（
東
京
外
国
語
大
学
）

17	

モ
ン
ロ
ー
主
義
の
歴
史
的
展
開
と
ト
ラ
ン
プ
外
交 

佐
々
木
卓
也（
立
教
大
学
）

23	

ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
化
す
る
米
国
第
一
主
義 

神
保 

謙（
慶
應
義
塾
大
学
）

29	

ド
ル
基
軸
通
貨
体
制
の
行
方 

河
野
龍
太
郎（
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
証
券
）

36	
�「

マ
ド
ゥ
ロ
拘
束
」の
衝
撃
―
―

 	

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
政
権
移
行
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
地
域
統
合

	

座
談
会
◦
浦
部
浩
之（
獨
協
大
学
）
×
子
安
昭
子（
上
智
大
学
）
×
坂
口
安
紀（
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

48	

米
州
の
不
安
定
化
と
メ
キ
シ
コ
の
試
練 

馬
場
香
織（
東
京
大
学
）

54	

国
際
法
の「
正
論
」と
米
国
の
論
理 
越
智 

萌（
立
命
館
大
学
）

60	

ド
ン
ロ
ー
主
義
は
中
国
の「
奇
貨
」と
な
る
か 

杉
浦
康
之（
防
衛
研
究
所
）

66	

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド・ウ
ク
ラ
イ
ナ 

応
答
す
る
デ
ン
マ
ー
ク
政
治 

高
橋
美
野
梨（
北
海
学
園
大
学
）

72	

ト
ラ
ン
プ「
革
命
政
権
」の
持
続
可
能
性 
青
山
直
篤（
朝
日
新
聞
）

78	

「
キ
リ
ス
ト
教
的
」連
邦
政
府 

加
藤
喜
之（
立
教
大
学
）

特
集

ド
ン
ロ
ー
主
義

そ
の「
内
と
外
」の
論
理

連
載

　

　

103	

外
務
省
だ
よ
り

144	

ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー　

�

大
津
留（
北
川
）
智
恵
子（
関
西
大
学
）

148	

新
刊
案
内

150	

英
文
目
次

153	

Ｉ
Ｎ
＆
Ｏ
Ｕ
Ｔ

116	

「
狭
間
国
家
」の
生
存
戦
略
と
行
動
原
理 

廣
瀬
陽
子（
慶
應
義
塾
大
学
）

120	

米
国
不
在
の
自
由
貿
易
体
制
と
グ
ロ
ー
バ
ル・サ
ウ
ス
の
選
択 

熊
谷 

聡（
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）

126	

イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

多
元
化
す
る
外
交
と
構
造
的
課
題 

増
原
綾
子（
亜
細
亜
大
学
）

132	

タ
イ・カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
紛
争
と
経
済
的
相
互
依
存
の
試
練 

助
川
成
也（
国
士
舘
大
学
）

138	

フ
ィ
ジ
ー「
全
方
位
友
好
」外
交
と
地
域
秩
序 

鴻
巣
玲
子（
大
阪
学
院
大
学
）

104	

ロ
シ
ア
戦
時
経
済
の
内
実 

服
部
倫
卓（
北
海
道
大
学
）

110	

ウ
ク
ラ
イ
ナ 

内
政
構
造
か
ら
見
た
戦
争
長
期
化 

松
嵜
英
也（
津
田
塾
大
学
）

FOCUS
ウクライナ戦争
５年目の困難

FOCUS
新興国「自律」への
ダイナミズム

Vol. 96 2026
Mar./Apr.

今月の表紙
大統領専用機で記者の質問に
答える。トランプ大統領の驚
かされる決定やコメントを演
出する舞台のようだ
� （AFP＝時事）

84	

高
市
・
李
時
代
の
日
韓
関
係 

問
わ
れ
る
戦
略
的
協
力 

阪
田
恭
代（
神
田
外
語
大
学
）

90	

「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」実
現
に
は
市
場
と
の
対
話
が
不
可
欠 

木
内
登
英（
野
村
総
合
研
究
所
）

96	

レ
ア
ア
ー
ス
生
産「
脱
中
国
」の
国
際
協
力
と
資
源
外
交 

岡
部 

徹（
東
京
大
学
）

142	

「
歴
史
の
国
際
化
」に
挑
ん
だ
広
い
視
野
と
理
念 

篠
原
初
枝（
早
稲
田
大
学
）

●
高
市
政
権
の
外
交
・
経
済
・
経
済
安
全
保
障
の
課
題

追
悼
・
入
江
昭
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授


